
淺野 慎之佑 さん（29）

　倉敷市船穂町でスイートピーをハウス3棟（30a）栽培する淺野
慎之佑さん。会社を退職し、スイートピー農家の3代目として令和4年
に就農しました。「JA晴れの国岡山船穂町花き部会」に所属し、周囲
の支えを受けながら知識・技術の習熟に取り組まれています。
　全くの未経験での就農でしたが、決め手になったのは収入保険の
存在。「何かあっても大丈夫」という安心感があるとのことです。先輩
農家でもある祖父や父以上の品質を目指して日々研鑽を積む淺野
さん。一番好きなのは淺野家独自品種の「ユメジ」。クリーム色の花弁
に薄くピンクが混ざる繊細な色味で、見る人の心を美しく彩ります。

表紙紹介 あさ の　 しん  の  すけ

クイズに挑戦

＜個人情報の取り扱いについて＞ 
皆さまからいただいた個人情報については、適切に管理するとともに、賞品の発送及び
広報紙作成の参考とする以外の目的には使用いたしません。

広報紙の中に
ヒントがあるよ

Q
　毎年多くの方にご加入をいただいている
園芸施設共済。令和３年度の岡山県加入率
は○○％です！ 答え：○○

※解答の発表は、「NOSAIおかやまNo.18（秋号）」の紙面に記載します。
　また、当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

ハガキまたはメールで郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号・本紙全体のご意見・ご感想を
ご記入のうえ、右記宛先までご応募ください。

●応募締切／令和5年5月31日（水）（当日消印有効）
〒703-8265 岡山市中区倉田436-2
岡山県農業共済組合
「のうぎょう川柳」係 または 「クイズに挑戦」係

●宛先／
のうぎょう川柳のうぎょう川柳 クイズ＆

応募方法・宛先
E-mail　kikaku@ok-nosai.or.jp

メールはこちら

No.14（秋号）の解答 「水管理」

●本体：約32×71×84mm　●単４電池×２（同梱）

お問合わせ先
本　　所

岡山支所

東備支所

倉敷支所

井笠支所

高梁支所

新見支所

真庭支所

津山支所

勝英支所

☎086-（277）5531
☎086-（277）5511
☎0869-（92）0404
☎0866-（92）1771
☎0866-（83）2600
☎0866-（21）0350
☎0867-（72）4455
☎0867-（44）5520
☎0868-（36）7730
☎0868-（38）1240

共済掛金等の口座振替を
お願いしています

　現金納入でのお支払忘れ等を未然に防止するため、
掛金等の納入には口座振替をお願いしています。
　現在口座振替をしていない方、登録済み口座や名義の
変更をご希望の方は「口座振替依頼書」を金融機関、
もしくはお近くのＮＯＳＡＩまでご提出ください。
※「口座振替依頼書」が必要な方はお近くのＮＯＳＡＩまでご連絡ください。

正解者の中から抽選で
5名様に
「タニタ
  手首式血圧計」
をプレゼント

「タニタ
  手首式血圧計」
をプレゼント

「タニタ
  手首式血圧計」

岡
山
県
農
業
共
済
組
合

〒
703-8265  岡

山
市
中
区
倉
田
436-2

TEL 086-277-5531㈹
FAX 086-276-1411㈹
http://w

w
w
.ok-nosai.or.jp
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水
稲
共
済

● 農家個人の過去出荷実績をもとに基準を設定します。
● 当年産の実際の出荷実績と比較して減収量を把握します。
● ９割補償なので満足度の高い補償を受けられます。
※全相殺方式は農家単位で減収量を把握します。1筆ごとの被害については一筆半損特約の付帯が必要です。
　一筆半損特約は、50％以上の損害を受けた耕地に対して一律20％相当の減収分を補償します。（最高補償割合選択時）

※この説明は白色申告をしている方の場合です。
　青色申告の方も同様に収穫量の把握ができれば加入要件を満たします。
　提出いただく書類が一部異なりますので詳細はお問い合わせください。

加入要件は次の　　または　　を満たすことで
年産ごとの収穫量の把握ができることです。

青色申告をしている方は、収入保険をおすすめします。収入保険なら自然災害だけでなく、価格低下
による収入減少も補償できます。収入保険のお問い合わせはお近くのNOSAIまでお願いします。

全相殺方式ってどんな方式？1

全相殺方式の加入要件って何？2

年　産 H30 R１ R２ R３ R４
収穫量(kg)
作付面積(a)
単収(kg/10a）

4,320
90
480

5,000
100
500

4,500
100
450

5,200
100
520

5,800
100
580

最低数値 最高数値
基準単収

500kg／10a 過去5か年の収穫量・面積から単収を計算します。
各年産の単収のうち、最高数値と最低数値を除いた
3か年の単収の平均があなたの基準単収です。

令和５年産の作付面積が100aの場合、基準収穫量は5,000kgです。
これに補償割合9割を掛けた4,500kgが引受収量。
この4,500kgを下回った部分を減収として補償するんです。

（480+500+520）÷3＝500

なるほど！思ったより簡単だね！
僕は自宅で乾燥調製をしているので　　が当てはまるんだね。
早速、NOSAIに問い合わせてみるね！

申
込
書

A B

B

A 収穫したコメを全量、JAなどのライスセンターで乾燥調製を行っていること

B 税務申告書類およびその関連書類から収穫量の把握ができること

自家設備で乾燥調製を
行っている場合は条件を

満たしません

〈ライスセンター利用明細〉

出来高　4,000kg
保有米　　500kg
販売米　3,500kg

この欄で収穫量を把握し、過去年産の単収の算出
ならびに当年産の減収量を算定します。

令和〇年分収支内訳書
（農業所得用） 収支内訳書表面の販売金額、家事消費（事業消費）金額、

期首・期末の棚卸高
収支内訳書裏面の収入金額の明細ならびに
コメの収穫量を記録した帳簿から
各年産ごとの収穫量等を把握し、過去年産の単収の算出
ならびに当年産の減収量を算定します。

1
2

3
4

水稲共済の
加入申込書が
届いたけど、
どうしよう？

全相殺方式？
加入要件？

なんだか難しそう…
去年と一緒でいいか…

やっぱり去年と
一緒でいいか…

申
込
書

そんなこと

ありません
よ！

それでは

ご説明しま
す！

ちょっと待
って！

加入要件を
満たす人は

全相殺方式
がおすすめ

です！

コメの収穫量を
記録した帳簿

（農業日誌、メモ等で可）

NOSAIのおすすめする全相殺方式をご紹介します
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68戸 88戸 132戸

NOSAIの園芸施設共済は、毎年多くの農家様に新規ご加入をいただいています！

春の強風にご注意ください
近年、春先の強風による被害が多発しています

春先の強風でも安心できるよう、早めに園芸施設共済へのご加入をご検討ください。

園芸施設共済の加入率は、

施設園芸農家様の

ご加入されています

（令和3年度 岡山県）
51

に が2人1人

%

〈新規加入者数の推移〉

元年度 3年度2年度

あなたのハウスは大丈夫ですか？

園
芸
施
設
共
済

建
物
共
済 県内で3月、4月に発生した強風

年

2022年
2021年
2020年
2019年
2018年
2017年
2016年
2015年
2014年
2013年
2012年
2011年
2010年

最大瞬間
風速（m/s）
24.2
20.5
25.3
19.7
25.1
18.2
22.1
19.2
21.4
23.1
33.7
22.1
26.4

地域気象台

奈義気象台
上長田気象台
奈義気象台
岡山気象台
岡山気象台
岡山気象台
岡山気象台
岡山気象台
岡山気象台
岡山気象台
岡山気象台
岡山気象台
上長田気象台

加入しているハウスに被害が
あったらどうすればいいの？

できるだけ早く、お近くのNOSAI
までご連絡ください。また、被害
を受けた被覆材は可能な限り剥が
さずそのままの状態で維持して
おいてください。担当職員が現地
確認に伺います。

　
建
物
の
経
年
劣
化
は
建
物
共
済
で
補
償
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、適
切
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
す
る
こ
と
で
、建
物
を
長
持
ち
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
建
物
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
目
安
や
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
農
機
具
の
摩
耗
や
消
耗
品
の
損
害
は
農
機
具
共
済
で
補
償
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

日
ご
ろ
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
こ
と
で
、農
機
具
を
長
く
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
農
機
具
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
目
安
や
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

建
物
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
一
つ
の

目
安
の
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
日
光
や
雨
風
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
外
壁
や
屋
根

瓦
な
ど
目
に
見
え
る
範
囲
の

チ
ェッ
ク
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

・
雨
ど
い
の
詰
ま
り
や
破
損
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

雨
ど
い
か
ら
溢
れ
出
た
雨
水

が
外
壁
に
か
か
り
、
外
壁
の

劣
化
を
早
め
ま
す
。

・
屋
根
瓦
の
ズ
レ
、
破
損
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

屋
根
の
下
地
に
雨
水
が
入
り

込
み
、
天
井
か
ら
雨
漏
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

築
10
年
程
度

給
排
水
管
の
劣
化
や
床
下
な
ど

の
目
に
見
え
な
い
部
分
の
経
年

劣
化
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

・
床
の
沈
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

湿
気
に
よ
る
腐
食
、
シ
ロ
ア
リ

被
害
な
ど
の
原
因
に
よ
り
床
材

や
下
地
が
傷
ん
で
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

・
外
壁
の
塗
装
の
は
が
れ
、
ひ
び

割
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

外
壁
の
ひ
び
割
れ
た
箇
所

か
ら
雨
水
が
入
り
込
み
、建
材

が
腐
敗
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
排
水
管
の
詰
ま
り
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

水
漏
れ
や
破
損
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
す
べ
て
の
蛇
口
を

閉
め
て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
が

動
い
て
い
た
ら
、
水
漏
れ
が

ど
こ
か
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

築
10
年
〜
20
年

一
度
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
た

外
壁
や
屋
根
、給
排
水
設
備

な
ど
も
再
度
劣
化
が
み
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

築
20
年
〜
30
年

・
摩
耗
や
爪
が
欠
落
し
て
い
な

い
か
、
ボ
ル
ト
や
ナ
ッ
ト
が

緩
ん
で
い
な
い
か
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

耕
う
ん
爪
が
摩
耗
す
る
と
、

適
切
な
土
づ
く
り
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
一
般
的
に
、

先
端
幅
が
20
ミ
リ
以
下
に

な
っ
た
ら
交
換
の
時
期
で
す
。

■ 

耕
う
ん
爪

・
刃
の
先
端
が
破
損
、
ま
た
は

丸
く
な
っ
て
い
な
い
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

摩
耗
や
損
傷
し
た
刈
刃
を

使
用
す
る
と
、
刈
取
部
の
詰

ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
、
3
0
0
時
間
が

交
換
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

■ 

刈
刃

・
植
付
爪
の
摩
耗
、
破
損
、
変
形

の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

摩
耗
し
た
植
付
爪
を
使
用

す
る
と
、
浮
き
苗
や
転
び
苗
、

欠
株
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
、
3
ミ
リ
以
上
摩
耗

し
た
ら
交
換
の
時
期
で
す
。

■ 

植
付
爪

農
機
具
共
済

要交換新 品

要交換

要交換

新 品

新 品

摩耗

先端幅
20mm

摩耗量：3mm以上

83mm

トラクター

コンバイン

田植機

45



家
畜
共
済

収
入
保
険

　
収
入
保
険
の
加
入
者
を
対
象
に
保
険
料
等
助
成
措
置
を

実
施
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、収
入
保
険
の
実
施

主
体
で
あ
る
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

全
国
連
）よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
岡
山
県
で
は
、収
入
保
険
へ
加
入
さ
れ
る
農
家
の
方
を

対
象
に
、県
内
の
地
方
公
共
団
体
が
保
険
料
等
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
助
成
の
効
果
に
よ
り
加
入
者
の
保
険
料
等
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
り
、加
入
者
数
の
拡
大
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

収
入
保
険
の

保
険
料
等
助
成
措
置
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た

疾
病
傷
害
共
済
の
掛
金
率
設
定
の

仕
組
み
が
変
わ
り
ま
す

川
柳
川
柳

テ
ー
マ

歩

遊

遊
び
か
ら　

社
会
適
合　

学
ぶ
孫

歩
道
橋　

ダ
イ
エッ
ト
だ
と　

腹
く
く
る

稲
穂
た
れ　

雨
風
来
る
な　

歩
む
畔

日
々
の
び
る　

草
木
に
追
わ
れ　

歩
を
進
め

暑
き
日
の  

ほ
場
歩
き
を  

歩（
穂
）力
と
な
し

餅
背
負
い　

歩
い
て
這
っ
て　

何
つ
か
む

夕
ぐ
れ
に　

遊
ぶ
子
に
告
ぐ　

ま
た
あ
し
た

働
く
は　

遊
ぶ
資
金
の　

糧
と
な
る

収
穫
後　

遊
ぶ
畑
に　

歩
む
鳥

万
歩
計　

飾
り
じ
ゃ
な
い
よ　

我
が
分
身

許
さ
れ
る　

夫
婦
で
遊
ん
で　

空
財
布

遊
歩
道　

景
色
に
見
と
れ　

す
っ
て
ん
こ

孫
の
歩
に　

追
いつ
追
わ
れ
つ　

散
歩
道

１
歩
づつ　

田
ん
ぼ
の
肥
料　

蒔
き
に
け
り

杖
を
つ
き　

孫
の
宴
に　

華
添
え
る

健
康
の　

尺
度
と
な
る
か　

歩
数
計

は
め
外
し　

遊
ん
だ
日
々
も　

我
が
肥
や
し

齢
増
す
に　

犬
に
連
ら
れ　

散
歩
へと

米
安
値　

獣
に
も
遊
ば
れ　

気
力
抜
け

畑
仕
事　

モ
グ
ラ
の
迷
路
に　

遊
ば
さ
れ

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

岡
山
市
南
区　
吉
見 　
純
子 

さ
ん

岡
山
市
東
区　
藤
田 　
映
子 

さ
ん

岡
山
市
中
区　
小
西 　
昭
光 

さ
ん

備
前
市　
　
平
尾 　
愛
子 
さ
ん

備
前
市　
　
大
﨑 　
輝
子 
さ
ん

赤
磐
市　
　
岡
﨑 　
孝
江 

さ
ん

　
総
社
市　
　
神
野 　
順
子 

さ
ん

倉
敷
市　
　
加
藤 

紀
久
恵 

さ
ん

倉
敷
市　
　
三
宅 　
寿
正 

さ
ん

井
原
市　
　
窪
木 　
　
渉 

さ
ん

高
梁
市　
　
川
﨑 　
悦
子 

さ
ん

新
見
市　
　
藤
井 　
峯
子 

さ
ん

新
見
市　
　
森
平 

美
知
江 

さ
ん

真
庭
市　
　
丸
山 　
元
治 

さ
ん

真
庭
市　
　
古
家 

真
紀
子 

さ
ん

真
庭
市　
　
石
原 　
敏
彦 

さ
ん

津
山
市　
　
和
泉 

富
美
子 

さ
ん

美
咲
町　
　
萬
代 　
民
子 

さ
ん

美
作
市　
　
下
山 

真
佐
美 

さ
ん

美
作
市　
　
下
山 

栄
美
子 

さ
ん

今
号
で
募
集
す
る
テ
ー
マ
は「
夕
」ま
た
は「
友
」で
す
。応
募
い
た
だ
い
た
中

か
ら
い
く
つ
か
を
、「
N
O
S
A
I
お
か
や
ま
№
18（
秋
号
）」で
お
名
前
と
ご
住
所

（
市
区
町
村
ま
で
）を
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。応
募
方
法
は
裏
表
紙
へ
。

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
か
や
ま
№
14（
秋
号
）」で
は
、多
数
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
２０
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

の
う
ぎ
ょ
う

の
う
ぎ
ょ
う

疾病傷害共済に加入しない場合
診療費の全てが自己負担となります。

診療経費の軽減のために
疾病傷害共済に加入しましょう！

共
済
金
額

掛
金

掛
金

最
高
共
済
金
額

〈令和5年3月加入まで〉
最高共済金額（補償額）を選択すると

掛金も増加

共
済
金
額

掛
金

掛
金

最
高
共
済
金
額

〈令和5年4月加入から〉
最高共済金額を選択しても

掛金変わらず

井原市長の大舌 勲 様へ感謝状を
贈呈しました。 （写真（右）は副市長 猪原 愼太郎 様）

浅口市長の栗山 康彦 様（左）へ感謝状を
贈呈しました。

赤磐市長の友實 武則 様（右）へ感謝状を
贈呈しました。

矢掛町長の山岡 敦 様（左）へ感謝状を
贈呈しました。

　

疾
病
傷
害
共
済
の
掛
金

率
は
、組
合
員
ご
と
の
過
去

の
共
済
金
の
受
取
実
績
に

応
じ
て
適
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、令
和
５
年
４
月

加
入
か
ら
更
に
、組
合
員

ご
と
の
当
年
の
選
択
す
る

共
済
金
額（
補
償
額
）に
応
じ

て
変
わ
る
仕
組
み
へ
見
直
し

さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
に
よ
り

共
済
金
額
の
増
減
額
に
か
か

わ
ら
ず
、掛
金
が
変
動
し
に

く
い
仕
組
み
と
な
り
ま
す
。
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農
事
組
合
法
人
ア
グ
リ
モ
モ
の
農
産
物

直
売
所
に
併
設
す
る「
ア
グ
リ
モ
モ 

人
安
味
」。

定
番
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
う
ど
ん
定
食
の

ほ
か
、組
合
農
家
が
生
産
し
た
旬
の
食
材
を

使
用
し
た
日
替
わ
り
ラ
ン
チ（
５
５
０
円
）を

提
供
し
て
い
ま
す
。ご
飯
に
は
同
法
人
で

栽
培
し
た
新
米
を
使
用
。直
売
所
で
も
5
kg

袋
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
60
円
追
加
で
、
ご
飯
を
お
店
お
す
す
め
の

Ｐ
Ｔ
Ｋ
Ｇ（
プ
レ
ミ
ア
ム
卵
か
け
ご
飯
）に

変
更
で
き
ま
す
。
ご
飯
の
一
粒
一
粒
を

メ
レ
ン
ゲ
状
の
白
身
が
包
み
こ
み
、
コ
ク
の

深
い
黄
身
が
絡
ま
っ
て
非
常
に
ま
ろ
や
か

な
味
わ
い
。一
段
上
の
食
事
を
楽
し
め
ま
す
。

　
「
オ
ー
ガ
ニ
カ
コ
ー
ヒ
ィ
」
は
、
吉
備

中
央
町
竹
荘
地
区
に
、
令
和
３
年
５
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
で
す
。

　

店
主
の
笹
田
亮
さ
ん（
39
）は
商
品
の

素
材
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、
自
然
の
中
で

有
機
栽
培
に
よ
り
育
て
ら
れ
た
コ
ー
ヒ
ー

豆
を
、
少
量
ず
つ
手
廻
焙
煎
機
で
焙
煎
し
、

ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
で
丁
寧
に
抽
出
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に

配
慮
し
た
商
品
を
提
供
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
さ
れ
た
コ
ー

ヒ
ー
豆
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
を
積
極
的

に
使
用
し
て
い
ま
す
。

穂
の
蔵

住　
所　
備
前
市
香
登
本
８
４
７‐４

電　
話　
０
８
６
９‐６
６‐０
１
３
６

営
業
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
　
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

定
休
日　
日
・
月
曜
日

（
第
三
日
曜
日
は
営
業
午
前
９
時
〜
午
後
3
時
）

※
駐
車
場
が
満
車
の
場
合
は
お
店
の
ス
タ
ッ
フ
に

　
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　
お
に
ぎ
り
以
外
に
も
、
地
域
の
農
家
が

生
産
し
た
野
菜
を
使
っ
た
お
惣
菜
や
、

生
産
の
全
工
程
を
自
社
で
こ
だ
わ
っ
て

作
っ
た
「
香
登
米
」
の
販
売
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
備
前
市
に
お
越
し
の
際
に
は
、
ぜ
ひ

穂
の
蔵
で
お
い
し
い
お
に
ぎ
り
を
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。

　
備
前
市
の
「
穂
の
蔵
」
は
、
お
米
の

生
産
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
手
掛
け
る

６
次
産
業
化
の
認
定
を
受
け
、
お
に
ぎ
り

屋
と
し
て
令
和
元
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
お
店
で
は
大
き
な
海
老
が
１
本
使
わ
れ
た

え
び
天
お
に
ぎ
り
や
、
日
替
わ
り
の
混
ぜ

ご
飯
お
に
ぎ
り
な
ど
、
約
20
種
類
の
様
々

な
お
に
ぎ
り
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
曜
日
と
祝
日
に
数
量
限
定
で
販
売
し
て

い
る
焼
き
お
に
ぎ
り
も
人
気
で
す
。

東
備
支
所
管
内

穂
の
蔵（
備
前
市
）

か
が 

と

オ
ー
ガ
ニ
カ
コ
ー
ヒ
ィ

住　
所　
加
賀
郡
吉
備
中
央
町
竹
荘
３
０
６
７

電　
話　
０
７
０
-４
０
９
５
-５
２
９
７

営
業
時
間　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

定
休
日　
月
・
火
・
水
曜
日

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム　

organicacoffee

　

笹
田
さ
ん
の
お
す
す
め
は
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
＆
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
エ
チ
オ
ピ
ア

産
イ
ル
ガ
チ
ェ
フ
ェ
の
コ
ー
ヒ
ー
と
、

純
生
ク
リ
ー
ム
１
０
０
％
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
。口
当
た
り
も
や
さ
し
く
、

後
味
も
ス
ッ
キ
リ
。
多
く
の
お
客
様
に

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
お
店
は
森
の
中
に
あ
り
、
自
然
が
豊
か

で
野
鳥
の
さ
え
ず
り
や
草
木
が
な
び
く
音
、

吉
備
高
原
の
広
い
空
が
見
渡
せ
ま
す
。

大
自
然
の
中
で
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
と

ケ
ー
キ
を
召
し
上
が
っ
て
頂
き
な
が
ら

癒
し
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
も
ら
え
た
ら
」

と
笹
田
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
梁
支
所
管
内

オ
ー
ガ
ニ
カ
コ
ー
ヒ
ィ（
吉
備
中
央
町
）

▲大きな黄色いのれんが目印
　お店の向かいには駐車場も完備（6台）

▲
人気の「えび天おにぎり（280円）（写真中央）」

「鮭おにぎり（230円）（写真左）」
「肉味噌おにぎり（230円）（写真右）」は
具材も大きくて食べ応え抜群です！

人気の具材はすぐに売り切れてしまいますので、
お早目にお越しください

▲店主の笹田さん
　「土壁に埋め込まれている瓶から店内に
　　優しい光を届けています」

ア
グ
リ
モ
モ
　
人
安
味

住　
所　
久
米
郡
美
咲
町
百
々
2
0
-1

電　
話　
０
８
６
８
-６
４
-２
２
５
５

営
業
時
間　
午
前
11
時
〜
無
く
な
り
次
第
終
了

定
休
日　
不
定
休（
盆
、正
月
は
休
み
）

お
店
で
は
お
弁
当
も
販
売
し
て
お
り
、お
い

し
さ
を
持
ち
帰
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
い
つ
で
も
お
い
し
い
卵
を
提
供
し
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
敷
地
内
で
鶏
を
飼
育
。

地
域
の
食
材
を
食
べ
て
の
び
の
び
と
育
っ
た

鶏
が
、
当
日
産
ん
だ
卵
を
使
用
し
て
い
る

た
め
、
お
店
で
は
毎
日
新
鮮
な
卵
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
美
咲
町
に
お
越

し
の
際
は
、
こ
だ

わ
り
の
詰
ま
っ
た

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー

を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

津
山
支
所
管
内

ア
グ
リ
モ
モ  

人
安
味（
美
咲
町
）

さ
さ  

だ 

り
ょ
う

た
け
し
ょ
う

◀お店の
　ロゴグッズも販売
　自宅でカフェ気分が
　楽しめます

コーヒーは数種類
から選べるので、
ケーキとの相性を
楽しんでください♪

ひ
と  

や
す   

み

ひ
と
や
す 

み

▲ご飯とお味噌汁はおかわり自由です

ど
う
ど
う

▲木を基調とした店内で落ち着いて
　食事ができます

ひ
と
や
す 

み 産みたて卵は
1パック６個入で販売！

支所管内でノーサイくんが探検したおすすめスポットを紹介します。
今回は「東備支所」「高梁支所」「津山支所」管内を紹介します。

ノーサイくん探検MAPノーサイくん探検MAP 津山支所津山支所

高梁支所高梁支所 東備支所東備支所

89



写真提供：公益社団法人　全国農業共済協会

　

令
和
4
年
11
月
24
日（
木
）に
、

東
京
都
内
に
て「『
安
心
の
未
来
』

拡
充
運
動
令
和
４
年
度
全
国

N
O
S
A
I
大
会
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

岡
山
県
関
係
者
の
方
が
、農
業

共
済
制
度
施
行
75
周
年
記
念
表
彰

で
12
名
、農
業
共
済
功
績
者
表
彰

で
8
名
、計
20
名
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
基
礎
組
織
関
係
者
と
し
て
永
年
勤
続
し
、
事
業

の
推
進
に
特
に
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
、
他
の
模
範
と
な
る
者

◆
北
村　
孔
孝（
岡
山
市
）

◆
長
島　
福
夫（
赤
磐
市
）

◆
佐
内　
繁
文（
笠
岡
市
）

◆
池
田　
　
豊（
新
見
市
）

◆
髙
田
美
佐
穂（
鏡
野
町
）

◆
竺
原　
英
一（
美
作
市
）

◆
延
澤　
強
哉（
岡
山
市
）

◆
田
中　
茂
夫（
倉
敷
市
）

◆
上
森　
清
市（
高
梁
市
）

◆
家
原　
良
典（
真
庭
市
）

◆
山
田　
克
己（
津
山
市
）

◆
木
南　
庄
市（
美
作
市
）

農
業
共
済
制
度
施
行
75
周
年
記
念

『
安
心
の
未
来
』拡
充
運
動

令
和
４
年
度　

全
国
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
大
会

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

髙橋　博　全国農業共済協会長

　
損
害
評
価
員
、
損
害
評
価
会
委
員
等
と
し
て
、
農
業
共
済
事
業

の
運
営
と
進
展
に
協
力
し
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
者

◆
木
村　
　
曻（
岡
山
市
）

◆
定
井　
正
雄（
総
社
市
）

◆
金
子　
時
典（
高
梁
市
）

◆
小
坂　
一
知（
久
米
南
町
）

◆
今
脇　
研
介（
備
前
市
）

◆
今
井　
弘
男（
浅
口
市
）

◆
岩
田　
祥
明（
真
庭
市
）

◆
樋
元　
智
彦（
美
作
市
）

農
業
共
済
功
績
者
表
彰　
第
１
号
表
彰

永
年
勤
続

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
基
礎
組
織
関
係
者
表
彰

（
敬
称
略
）

の
方
々
と
５
人
で
栽
培
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
か
ら

芳
郎
さ
ん
の
次
男
の
蒼
馬
さ
ん

が
就
農
。
現
在
は
６
人
で
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　
「
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
移
植
は

ハ
ウ
ス
一
棟
に
約
１
万
株
を

植
え
る
が
、
ず
っ
と
一
緒
に
作
業

し
て
き
た
方
ば
か
り
な
の
で
、

２
時
間
く
ら
い
で
植
え
ら
れ

ま
す
」と
い
い
、お
互
い
フ
ォ
ロ
ー

し
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
。

◆
面
積
拡
大
、
自
家
販
売
も
検
討

　
「
最
近
の
農
家
は
栽
培
す
る
だ
け
で
な
く
、
販
売
も
行
っ
て

い
く
流
れ
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
雄
二
郎

さ
ん
。
芳
郎
さ
ん
の
三
男
が
令
和
４
年
５
月
か
ら
和
気
町
で

カ
フ
ェ
を
始
め
、
そ
こ
で
提
供
し
て
い
る
お
米
に
服
部
農
場
の

も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。「
カ
フ
ェ
に
来
る
お
客
様
か
ら
は
料
理

は
も
ち
ろ
ん
、
お
米
も
美
味
し
い
と
の
声
を
よ
く
聞
く
」
と
い
い
、

「
今
後
は
水
稲
・
麦
の
栽
培
面
積
を
20　

く
ら
い
ま
で
広
げ
、

お
米
の
販
売
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
和
気
町
で
「
服
部
農
場
」
を
経
営
す
る
服
部
雄
二
郎
さ
ん
は
、

岡
山
県
で
初
め
て
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
移
植
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
は
弟
の
芳
郎
さ
ん
と
甥
の
蒼
馬
さ
ん（
25
）、従
業
員
3
人
の

６
人
で
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
と
水
稲
・
麦
の
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

◆
出
荷
量
は
県
内
市
場
の
６
〜
７
割
を
占
め
る
こ
と
も

　
弟
の
芳
郎
さ
ん
は
農
業
大
学
校
を
卒
業
後
に
ア
メ
リ
カ
で
２
年

間
の
農
業
研
修
を
受
け
、
そ
の
後
昭
和
59
年
か
ら
和
気
町
で
農
業

を
始
め
ま
し
た
。
翌
年
、
民
間
企
業
に
勤
め
て
い
た
雄
二
郎
さ
ん

が
就
農
し
、
芳
郎
さ
ん
と
２
人
で
服
部
農
場
を
始
め
ま
し
た
。

　
最
初
は
水
稲
17
ａ
と
ナ
ス
の
栽
培
か
ら
始
め
、
親
戚
の
土
地
を

借
り
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を

建
て
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
か
ら
は
、

ハ
ウ
ス
で
は
コ
マ
ツ
ナ
や
白
菜
、

パ
ク
チ
ョ
イ
、
タ
ー
サ
イ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
野
菜
の
栽

培
に
取
り
組
み
、
精
力
的
に
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

　
約
30
年
前
か
ら
は
チ
ン
ゲ
ン

サ
イ
一
筋
の
栽
培
に
切
り
替
え
、

多
い
と
き
は
県
内
市
場
の
６
〜
７

割
の
出
荷
量
を
占
め
る
と
い
い

ま
す
。
和
気
町
と
倉
敷
市
の

学
校
給
食
に
も
卸
し
て
い
ま
す
。

◆
ず
っ
と
一
緒
に
い
る
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
し
合
え
る

　
「
家
族
経
営
だ
か
ら
こ
そ
、細
か
い
と
こ
ろ
に
す
ぐ
気
が
付
く
」

と
雄
二
郎
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
長
く
一
緒
に
働
く
３
人
の
パ
ー
ト

◀「『服部農場で作るものはおいしいから買う』と言われるものを作りたい」と
　雄二郎さん（写真左から２番目）、芳郎さん（写真中央）

↑青々とした肉厚のチンゲンサイを収穫
　中腰での作業は重労働です

信
頼
関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、素
早
く
正
確
に

作
業
が
で
き
る
ん
で
す
ね
！
こ
れ
か
ら
も
６
人
で

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

頑張ってます！頑張ってます！
和気町でチンゲンサイを栽培する「服部農場」の
服部雄二郎さん（70）、芳郎さん（67）ご兄弟を
紹介します！

はっとり ゆう   じ  ろう よし  お

そ
う  

ま

↑袋詰めも全員で手際よく作業します

シ
ロ  

ナ

ha
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